平成27年12月15日

関係各位                                                                                                        

公益社団法人 和歌山県理学療法士協会  中前 和則
和歌山県災害リハビリテーション推進委員会　荒川 英樹
「災害リハビリテーション推進研修会」のご案内
このたび、「災害リハビリテーション推進研修会」を開催する運びとなりました。平成23年の東日本大震災や台風12号災害から4年が過ぎ災害に対する意識が薄れてきていますが、今一度、災害について考え今後に備えるきっかけになればと思い当研修会を企画しました。
当研修会では、災害分野における第一人者の河田 恵昭先生を県民公開講座の講師として、また東日本大震災で災害リハ活動にご活躍された吉田先生、淡野先生を専門職研修の講師としてお招きしております。私たちの身近で今後起こりうる災害について理解を深めるとともに、国際的にも関心が高まっている災害リハビリテーションについて学ぶことができるまたとない特別企画です。
市民の立場として災害を知る、災害により自分の職場や仕事はどうなるかを考える、専門職として復興に役立つことができるかを考える、職場での災害研修や避難訓練に役立てる等、管理者は必須、若い会員も職場の他職種もお誘いの上、奮ってご参加いただきますようよろしくお願いいたします。
記

テーマ　　「平成27年度和歌山県災害リハビリテーション推進研修会」
日　時　　　平成28年1月24日（日）9:00～12:00（Ⅰ部）、13:00～16:00（Ⅱ部）
会　場　　　きびドーム（和歌山県有田郡有田川町下津野2021番地）
対　象
医療・保健・福祉関連職（事前申し込みが必要。県民公開講座には一般参加あり）
定　員　　　県民公開講座（専門職含む）300名、専門職研修（他職種含む）100名
参加費　　　無料（PT･OT･STに関しては会員外5,000円）　　　　
申　込　　　別紙申込用紙にてメール（FAX）でお願いします。

締　切　　　平成27年12月28日（月） （定員調整、資料作成等の都合上、早目の申込をお願いします。）
　　　　　　　　

※ 理学療法士協会員は新人教育プログラム「C-5地域リハ」、生涯学習プログラム
および「地域包括ケア、介護予防推進リーダー制度の協会指定事業履修対象」となります。（全日程参加者のみ）

※参加者多数の場合は全日参加者を優先します。　
　主　管 ： 和歌山県

主　催 ： 公益社団法人 和歌山県理学療法士協会
共　催 ： 有田川町

和歌山県災害リハビリテーション推進委員会

◇和歌山県リハ医学会 ◇公益社団法人 和歌山県理学療法士協会　◇一般社団法人 和歌山県作業療法士会

◇一般社団法人 和歌山県言語聴覚士会  ◇一般社団法人 和歌山県介護支援専門員協会 ◇公益社団法人 和歌山県看護協会
後　援：  有田地方介護連携の会 ◆湯浅保健所

◇有田市医師会　◇有田医師会　◇有田歯科医師会　◇有田薬剤師会　◇和歌山県介護支援専門員協会有田支部　

◇和歌山県理学療法士協会有田支部　◇有田市郡 各地域包括支援センター　

◇桜ヶ丘病院在宅医療サポートセンター(在宅医療連携拠点事業)　◇施設相談員部会　◇訪問看護事業所　◇Web leaf

［お問合わせ］　栗原整形外科　岩﨑　他療法士　TEL：0735-82-5645　メール：kurihara.reha@gmail.com　　
「平成27年度 和歌山県災害リハビリテーション推進研修会」プログラム（予定）
Ⅰ

◇専門職研修①（1F　文化ホール）

8:30～ 8:50  受付

8:50～ 9:00  開会、オリエンテーション

9:00～ 9:45　講演「災害リハビリテーションについて」
講師：慶應義塾大学大学院経営管理研究科 修士課程（元日本理学療法士協会職能課長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田 俊之 氏 （理学療法士）
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◇県民公開講座（1F　文化ホール）　※一般多職種参加あり、療法士会員はホスト側としてのご対応ご協力をお願いします。
9:50～10:00  開会式

10:00～12:00  特別講演「和歌山県で心配な災害とそれへの対処法」

講師：関西大学 社会安全学部教授、社会安全研究センター長　河田 惠昭 氏
12:00～13:00   昼休憩

◇専門職研修②（2F　多目的研修室）

13:00～14:00  講演「災害リハビリテーション支援の実際（～東日本大震災時の経験より）」
講師：慶應義塾大学大学院経営管理研究科 修士課程（元日本理学療法士協会職能課長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田 俊之 氏 （理学療法士）
◇専門職研修③（2F　多目的研修室）

14:10～16:00  グループワーク

「災害リハビリテーション支援　～いざという時、機能するための準備に向けて～」
　　　　　　　  講師：日本リハ病院・施設協会 災害対策委員会 委員　淡野 義長　氏（作業療法士）
16:00　まとめ、閉会

　 河田惠昭先生　ご略歴
1969年（昭和44年） 3月
京都大学工学部土木工学科　卒業　(工学士)
1971年（昭和46年） 3月
京都大学大学院工学研究科土木工学専攻修士課程 修了（工学修士）
1974年（昭和49年） 3月
京都大学大学院工学研究科土木工学専攻博士課程 修了

1974年（昭和49年） 4月
京都大学防災研究所　助手

1976年（昭和51年） 11月
京都大学　工学博士

1976年（昭和51年） 11月
京都大学防災研究所　助教授

1981年（昭和56年） 10月
米国のワシントン大学へ留学（招へい研究員）

1992年（平成 4年） 8月
フルブライト上級研究員として米国のプリンストン大学へ留学

1993年（平成 5年） 4月
京都大学防災研究所　教授

1996年（平成 8年） 4月
京都大学防災研究所巨大災害研究センター　センター長

2002年（平成14年） 4月
阪神・淡路大震災記念　人と防災未来センター　センター長（兼務）

2005年（平成17年） 4月
京都大学防災研究所　所長

2009年（平成21年） 4月
関西大学環境都市工学部　教授

2010年（平成22年） 4月
関西大学社会安全学部　教授

2012年（平成24年） 8月
関西大学社会安全研究センター　センター長

　

　京都大学名誉教授、関西大学

HYPERLINK "https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%AE%89%E5%85%A8%E5%AD%A6%E9%83%A8&action=edit&redlink=1" \o "社会安全学部 (存在しないページ)"社会安全学部教授、人と防災未来センター所長。東日本大震災復興構想会議委員。「減災」という言葉を提起し、　

文理融合型の防災・減災を主張する研究者である。学会賞や功労賞の受賞数も多く、内閣府や全国の都道府県、市町村といった自治体の委
員・委員長を歴任してきた。京都大学防災研究所所属時に666冊・編の著書・論文・報告書類を発表。著書・講演・テレビ出演等多数
